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松 木　拓 也（まつき たくや）

千葉県立市川工業高等学校　建築科

蜂の巣ホテル

　船橋市は中核市に指定されており、東
京都への通勤率が多い。 地方からビジネ
スで船橋を訪れる方に利用してもらいた
い建築物とする。 JR 船橋駅を中心に南
口「FACE ビル」という複合施設がある
ため、北口にも魅力のあるビジネスホテ
ルを設計したいと考えた。
　この建築物は全面ガラスばりに「ハニ
カムチューブ」を用いたビジネスホテル
です。 １つ１つのハニカムピースが地震
力や風圧力などの外力を吸収し、耐震性
のある構造体を考案した。

長谷川　喬 士（はせがわ たかし）

千葉県立市川工業高等学校　建築科

緑の塔

　近年、人と人とのコミュニケーションが少なくなってきている。その主
な原因はおおやけの場がないからであると考え、この建物を設計した。
　「ご縁」と「円」　1 階のレストランを利用した、さまざまな人たちが出
会い、コミュニケーションをとる。良いご縁をもたらす場所になってほし
いと考える。そこで、「ご縁」をもたらせるように、円形の建物にした。こ
のテナントが地域住民とテナント利用者との架け橋となってほしいと考え
た。

　リアルなコミュニケーションが希薄になり、そのあり方が問わ
れる現代の社会。
この大きな問題に対して、建築空間とプログラムによって人々の
関係性を取り戻そうとした意欲的な案である。
　「和」「輪」をモチーフとして作られた計画は、プランを見ると
その空間の美しさを感じ取ることができる。模型が無かったのは
心残りではあったが、円が幾重にも織り成される空間は優美であ
り、作者が思い描く人々に親しまれ、コミュニケーションにあふ
れる空間が生み出されている事が想起できる。
　提案の内容もさることながら、印象的であったのは大会前に提
出されていたプレゼンシートから作品が大きく成長していた事で
ある。
　学内での提出が終わったにも関わらず、少しでも作品を良くし
ようという作者の思いは素晴らしく、そして確かに良い作品へと
変わっていた。
　卒業設計には終わりは無く、作り上げる情熱があればより良い
作品として成長していく。
　実社会でのプロジェクトでも同じであろう。設計して終わりで
はない、とことん作品に向き合い続ける事の大切さを、長谷川君
の作品は気づかせてくれるのである。

（審査委員：皆川 拓）

　チューブ構造は外郭部のフレームが建
物の鉛直力と水平力のほとんどを負担す
る構造形式であるが、「蜂の巣ホテル」は
外郭部のフレームをハニカム状に配置し、
ファサードのデザインとして表現した作
品となっている。
　この作品は、ビジネスマン＝働き蜂の
為のホテルであるとのこと、では、女王
蜂はどこに？自宅にいるそうである。
作者の願望が出ているのか客室のスペー
スはやや広めのビジネスクラスであるが、
エコノミークラスのハニカム型カプセルホ
テルの方が働き蜂に合っていそうである。
何れにせよ仕事に疲れたビジネスマンが
オフの時間を楽しく過ごせそうな魅力的
なホテルになっている。
　構造的には外郭のハニカム部材の節点
が床面と合っていないなど改善の余地は
あるもののチューブ構造の考え方に間違
いはない。ファサードにおける正六角形
の形状は階高と平面 ( 外周長 ) の相互の関
係が必然的に決まるので、そのモデュー
ルが建築的に合致したものとなれば様々
な形状へと展開し、プレキャスト構造へ
の適用などデザインの可能性は広がって
行く。建築計画の楽しさがここにある。
　ファサードデザインによるビジネスホ
テルはあまり見掛けない。建築家になっ
たら是非実現させてもらいたい。

（審査委員：貞弘 清英）
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